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● 概 要 ： 鳥羽市は令和 2 年度より関係人口の創出拡大および観光産業の多角化を目的に、ワーケー 

ション推進を実施しています。この度、ワーケーションの全国的な普及促進を図るため、 

関係自治体との共同 PR や統一的な情報発信手段の検討等の活動を実施している 

「ワーケーション自治体協議会」（通称：ワーケーション・アライアンス・ジャパン（ＷＡＪ）） 

に参加しました。 

 

● ワーケーション自治体協議会（WAJ）について 

（１）設立趣意 

 

テレワークを活用し、普段の職場や居住地から離れ、リゾート地や温泉地、さらには全国

の地域で、仕事を継続しつつ、その地域ならではの活動を行う「ワーケーション」が、令

和の時代に即した、新しい社会の実現に資する取組であるという認識で一致した関係自治

体により、ワーケーションの全国的な普及促進を図るため、主に以下の活動を行う「ワー

ケーション自治体協議会」（通称ワーケーション・アライアンス・ジャパン（ＷＡＪ））を

設立する。 

 

<主な活動> 

○ ＷＡＪ主催の情報交換会や会員自治体によるワーケーション体験会の開催 

○ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会や 2025 年日本国際博覧会等の 

メガイベントに向けた、地方でのワーケーションの共同ＰＲ等 

○ 全国のワーケーションに関する統一的な情報発信手段の検討 

○ その他、ワーケーションの普及促進に向けた取組の検討 

 

（事務局提供資料から抜粋） 
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ワーケーション自治体協議会（WAJ）に参加します 

-県内市町村では志摩市に次ぐ 2 例目- 



（２）参加自治体 

    令和 2年12月 28日現在で全国の県・市町村の自治体のうち158自治体が参加しています。 

    158 自治体の内訳は 18 道県 140 市町村となっており、三重県内の市町村では 2 自治体目。 

 

● 今後について（コメント） 

   新型コロナウイルス感染症の影響により新しい生活様式への対応が求められるなか、当市の重点 

施策である関係人口創出拡大と主幹産業である観光産業の多角化を図るため、ワーケーションの 

推進は必要不可欠な事業であると考えています。 

ワーケーションの認知度は企業・法人などの業界を中心に急速に高まっている一方で、実際にワ

ーケーション・テレワークを導入する動きは少ない状況にあると捉えています。消費者 

意識を醸成し導入の機運を高めるためには、全国的なプロモーションが必要であると考えたこと 

から、ワーケーション自治体協議会への参加を決めました。 

今後も効果的かつ実効的なワーケーション推進を図るためワークスペース整備事業補助金で現在 

整備を行っている市内 15 事業者や関係団体とともに受入環境を整えるとともに、近隣及び全国の 

ワーケーション自治体と連携してプロモーションを展開していきたいと考えています。 


